
OIHシードアクセラレーションプログラム（OSAP）①

【目的】
・創業前後のスタートアップに対し、起業経験者、VC、メディア、専門家等と連携して

事業成⻑の加速⽀援を⾏い、関⻄のイノベーション創出⼒の強化をめざす
【概要】
・1期につき4ヶ月間で、⽀援プログラムを実施
・メンター陣による各種勉強会や、個別メンタリングにより、ビジネスモデルをブラッシュアップ
・ VCとの集中メンタリングや、大企業とのネットワーク構築機会の提供、デモデイ等により投資や事業連携をめざす

実績

目的・概要
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指標 H28～令和元年度 令和２年度 累計

資金調達額 83億円超 16億円 99億円超

事業提携数 86件 41件 127件
メディア掲載数 308件 389件 697件
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OSAP採択企業数：１００社

OIHシードアクセラレーションプログラム（OSAP）②

令和２年度
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平成28年度
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・コロナ対策のため、オンラインにより実施
・複数国におけるピッチ&ネットワーキングの機会を創出

＜R元年度＞ ＜R２年度＞

OSAP Alumni 海外展開支援プログラム
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R１年度 R２年度 増減
参加OSAP企業数 ５社 ７社 2社 増
参加国数 １ヵ国 14ヵ国 13ヵ国 増
イベント集客数 76名 190名 114名 増
商談実績 30件 35件 5件 増

OIHシードアクセラレーションプログラム（OSAP）②



新事業創出をめざした大学の技術シーズの事業化支援①
テックミーティング

大学の研究技術シーズと企業をマッチングし、新事業創出を⽀援する。

◎「テックアライアンスウェビナーVol.1」
開催⽇時︓令和２年10月28⽇（水） （参加者約80名）
テーマ︓新しい触覚センサ、液体イオン電池等

◎「大阪府⽴大学・大阪市⽴大学 ニューテクフェア2020」
開催⽇時︓令和２年12月10⽇（木） （参加者約110名）
テーマ︓スマートシティ、パブリックヘルス、スマートエイジング分野

◎「テックアライアンスウェビナーVol.2」
開催⽇時︓令和３年１月27⽇（水） （参加者約80名）
テーマ︓磁性薄膜を活用したセンサモジュール、ペロブスカイト太陽電池の

材料開発等

◎「Hack Osaka 2021との連携による関⻄の研究シーズマッチング会」
開催⽇時︓令和３年２月24⽇（水）、25⽇（木）（18件の面談を実施）
テーマ︓スマートシティ、 ヘルスケア、フードテック分野

参加・実施状況

目的・概要
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開催⽇時︓令和２年11月29⽇（⽇） （参加者15名）
概要︓大阪大学、OUVC、事業構想大学院大学の連携による人材育成

プログラム

大阪大学発技術シーズに基づく事業化構想ワークショップ



新事業創出をめざした大学の技術シーズの事業化支援②
大阪市イノベーション創出支援補助⾦

大学の持つ研究・技術シーズをもとにした産学連携の研究開発に係る費用の一部を補助し、
その実用化に向けた取組みを推進し、もって本市の経済活性化及びイノベーション創出を図る。

補助対象は国内の大学
・ 産学連携による研究開発事業
・ 研究成果・技術の実用性を検証する事業
・ 大阪市内に事業所を有する⺠間企業⼜は

個人との連携事業（※特例あり）
・ 他の補助⾦を受けていないこと

補助対象経費及び補助額
・ 対象経費 ︓ 設備費、材料費及び消耗品費、

旅費、謝⾦、その他調査費等
・ 補助率 ︓ ２分の１ （上限額200万円）
・ 補助⾦以外の経費は連携先が負担

概要

目的

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 計

大阪市立大 2 1 3 4 6 5 2 4 7 34
大阪大 1 3 2 2 1 3 12

大阪府立大 2 1 3 1 2 1 10
同志社大 1 1 1 2 5
神戸大 1 1 1 2 5

立命館大 1 1 1 3
大阪電気通信大 1 1

大阪医科大 1 1
室蘭工業大 1 1

徳島大 1 1
関西大 1 1

兵庫県立大 1 1
和歌山大 1 1

東京医科歯科大 1 1
相愛大 1 1

大阪工業大 1 1
奈良女子大 1 1

東京女子医科大 1 1
関西医科大 1 1

摂南大 1 1
計 7 9 9 8 10 13 7 8 12 83

予算（百万円） 20 20 20 15 13 13 13 13 13

交付確定件数（大学別） ※H23年度は実証性検証補助⾦として実施
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浮上滞留する油脂分の悪臭と回収
に手を焼いていた排水処理槽が・・・

月間浮上汚泥発⽣量はゼロに︕
最終発⽣汚泥も15％削減︕

〔事業化事例〕
大流量空気注入による排水⽣物処理の⾼性能化（兵庫県⽴大学）


